
議 会 運 営 委 員 会 日 程

平成２７年９月２日（水） 

午前１０時 ５０２会議室 

日程第１ 意見書案について 

(1) 意見書案第１５号 安全保障関連法案の廃案を求める意見書 

日程第２ ９月３日（木）の本会議の運営について 

 【別紙「９月３日（木）の本会議の議事要領」による】 

日程第３ 今後の議会改革等の検討課題について 

日程第４ その他 
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意見書案第１５号 

   安全保障関連法案の廃案を求める意見書案の提出について 

上記の意見書案を別紙のとおり、川崎市議会会議規則第１３条の規定により提

出いたします。 

平成２７年９月１日 

川崎市議会議長  石 田 康 博  様 

         提出者  川崎市議会議員  織 田 勝 久 

                 〃     山 田 益 男 

                 〃     岩 隈 千 尋 

                 〃     市 古 映 美 

                 〃     石 田 和 子 

                 〃     佐 野 仁 昭 
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安全保障関連法案の廃案を求める意見書 

７月１６日の衆議院本会議において、安全保障関連法案が強行採決され、現在参議院

で審議が行われている。 

本法案は、集団的自衛権の行使を容認し、後方支援などの曖味な定義を掲げて自衛隊

を海外に派遣して、他国の軍隊の武力行使を支援する活動等をも認めるものであり、これ

まで禁じられていた集団的自衛権行使と武力行使を可能にする、まさに憲法９条を根底か

ら覆しかねない内容となっている。 

参議院の審議においても、集団的自衛権行使を認める要件が曖昧で歯止めにならない

などの様々な問題に対して政府は説得力のある説明を果たす答弁をしていないにもかかわ

らず、大幅な会期延長を行い、今国会での成立を強行しようとしている。 

本法案をめぐっては、６月４日の衆議院憲法審査会に参考人として招致された憲法学

者３名の全員が集団的自衛権の行使を憲法違反とする見解を述べるなど、多数の憲法学者

が憲法違反と判断し、多くの文化人、著名人等も反対を訴えている。 

また、６月から７月にかけて行われた各報道機関の本法案に対する世論調査の大半が

反対多数という結果となるなど、本法案に反対する声は国民の間に急速に広がっている。 

国会前では、毎週大勢の学生や市民団体が廃案を求めて声を上げ、その流れは川崎市

を含む全国各地に広がり、様々な団体・市民が本法案の廃案を求める集会を行っている。 

本法案は、戦後７０年間維持してきた平和国家としての日本のあり方を根本から変え

てしまう内容であり、国会での徹底審議を避け、法案成立を強行しようとする政府の姿勢

は断じて許すことはできない。 

よって、国におかれては、立憲主義を尊重する立場に立ち多くの国民の声に耳を傾け、

安全保障関連法案を廃案とされるよう強く要望するものである。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

  年 月 日 

議会議長名 

 衆 議 院 議 長 

 参 議 院 議 長 

 内閣総理大臣  宛て 

 総 務 大 臣   

 法 務 大 臣 
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９月３日（木）の本会議の議事要領 

○諸報告 

  川崎市子どもを虐待から守る条例第２１条に基づく平成２６年度の年次報告書の提出があったこと 

 の報告 

  新任の理事説明員（第３回定例会で同意し選任された植村京子監査委員）の紹介 

１  

  日程第１ 分割議決議案１件を上程 

   議案第１２５号 川崎市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

(1) 委員長報告（日程第１の議案１件） 

   市民委員長からの報告 

～ 委員長報告に対する質疑 ～

 (2) 討 論 

 (3) 採 決 

   議案第１２５号を起立により採決 

２  

  日程第２ 意見書案１件を上程 

意見書案第１５号 安全保障関連法案の廃案を求める意見書 

［上程、提案説明、自席質疑、討論ののち、直ちに起立により採決］ 
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平成２７年第４回川崎市議会定例会 
議事日程第２号 

平成２７年９月３日（木）  
午前１０時  開  議 

第 １ 

議案第１２５号  川崎市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

第 ２ 

意見書案第１５号  安全保障関連法案の廃案を求める意見書 
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平成２７年９月１日 

  川 崎 市 議 会 議 長

     石 田 康 博 様

                            市 民 委 員 長 

                              橋 本  勝

市民委員会審査報告書（議案）

  本委員会に付託された下記の議案を審査の結果、次のとおり決定したので、会議 

 規則第７７条の規定により報告します。

記

議案第１２５号 川崎市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

  （原案可決） 
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川崎市議会議会改革検討委員会の設置について（案） 

（ 設 置 ）  

１  川 崎 市 議 会 会 議 規 則 （ 昭 和 ３ １ 年 川 崎 市 議 会 規 則 第 １ 号 ） 第

１ ３ １ 条 第 ２ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の と お り 協 議 等 の 場 を 臨 時

に 設 置 す る 。  

 （ 名 称 ）  

２  前 項 の 協 議 等 の 場 の 名 称 は 、 川 崎 市 議 会 議 会 改 革 検 討 委 員 会

（ 以 下 「 検 討 委 員 会 」 と い う 。） と す る 。  

 （ 目 的 ）  

３  検 討 委 員 会 は 、 議 会 改 革 に 関 す る 諸 事 項 に つ い て 協 議 又 は 調

整 を 行 う 。  

 （ 構 成 員 ）  

４  検 討 委 員 会 は 、 会 派 か ら 選 出 さ れ た 議 員 に よ り 構 成 す る 。  

 （ 招 集 権 者 ）  

５  検 討 委 員 会 は 、 委 員 長 が 招 集 す る 。  

 （ 設 置 期 間 ）  

６  検 討 委 員 会 の 設 置 期 間 は 、 議 員 任 期 満 了 の 日 ま で と す る 。  
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川崎市議会議会改革検討委員会運営要綱（案） 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、川崎市議会会議規則（昭和３１年川崎市議会規則第１号）

第１３１条第４項の規定に基づき、川崎市議会議会改革検討委員会（以下「検

討委員会」という。）の運営その他必要な事項を定めるものとする。 

 （所掌事務） 

第２条 検討委員会は、議長からの協議依頼に基づき、議会改革に関する諸事

項について、協議又は調整を行う。 

 （組織等） 

第３条 検討委員会は、委員長１人、副委員長１人及び委員４人をもって組織

する。 

２ 委員長は議長会派から、副委員長は副議長会派からそれぞれ選出し、委員

は各会派から１人ずつ選出する。 

３ 会派は、委員長、副委員長及び委員を選出又は変更しようとするときは、

議長に届け出るものとする。 

４ 委員長、副委員長及び委員の任期は、検討委員会の設置期間とする。ただ

し、補欠委員（委員長及び副委員長を含む。）の任期は、前任者の残任期間と

する。 

５ 委員長は、検討委員会を総理し、検討委員会を代表する。 

６ 委員に事故等があるときは、当該委員の属する会派は、代理の議員を出席

させることができる。この場合において、代理者の出席は、次条第２項に規

定する委員の出席とみなす。 

 （運営等） 

第４条 検討委員会は、委員長が招集し、その議事を主宰する。 

２ 検討委員会は、原則として、委員全員が出席しなければ会議を開くことが

できない。 

３ 委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、副委員長がその職務

を代理する。 

４ 委員長は、必要に応じて、検討委員会の了承を得て、関係者の出席を求め、

その説明を受け、又は意見を聴くことができる。 

５ 検討委員会の進行及び取りまとめについては、原則全会一致による。ただ

し、意見の一致に至らない協議項目については、委員の意見をもって取りま

とめに代える。 

６ 検討委員会は、原則公開とし、一般傍聴及び記者傍聴の取扱いは、常任委

員会の例による。 
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７ 検討委員会における議員傍聴については、これを認める。 

 （結果等の報告） 

第５条 委員長は、協議の経過及び結果について、議長に報告する。 

 （記録） 

第６条 委員長は、職員をして会議の概要、出席委員の氏名等必要な事項を記

載した記録を作成させ、これに署名又は押印しなければならない。 

２ 前項の記録は、議長が保管する。 

３ 記録の作成方法は、常任委員会の例による。 

 （庶務） 

第７条 検討委員会の庶務は、議会局において処理する。 

 （その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、検討委員会の運営に必要な事項は、委

員長が検討委員会に諮って決定する。 

   附 則 

 この要綱は、平成  年  月  日から施行する。 
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